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トバ イア ス : そし て 、 こ の よう に 、 親愛 な る 友よ 、 私 達 の 新 し 
い シ リー ズ 、 あな た 方 と の 新しい ディ スカ ッ シ ョ ン の た め に 、 あ 
な た 方 と 共に 、 私 達 は ここ に 集まり まし た 。 私 達 は ここ の 新しい 
環境 に 気が付き まし た ! (新しい ミー ティ ング ルー ム に 言及 ) 
あな た 方 は 、 私 達 が 呼ば れる 新しい 場所 を 得 まし た ね 。 あな た 方 
に お 知ら せ し た い の で す が 、 私 、 ト バイ アス 、 ス ピリ ッ ト 、 今日 
ここ に あな た 方 と 一 緒 に 集まる 者 達 は 、 途 中 で 道 に 迷う こと は あ 
り ま せん で し た ! (クス クス 笑 ) 私 達 は 、 こ この あな た 方 の エ 
ネル ギー に つい て 、 こ の 空間 まで 来 た の で す 。 

あな た 方 の 前 で 、 私 達 の 言葉 を 始め る の は 、 し ば し ば 難し いこ と 
で す 。 あな た 方 が 私 達 を 招き 入れ 、 私 達 が 融合 プロ セス を 始め る 
と き ・・・ あ あ 、 こ れ は と て も 心地 良い で す 。 私 達 は 人 間 か ら 来 
る 愛 と 感情 を た くさ ん 感じ る こと が で きま す 。 私 達 は あな た 方 と 
一 緒 に いら れる の は 、 本 当 に 名 誉 で あり 、 喜び で す 。 あ な た 方 が 
ここ で 呼吸 を し て いた と き (チャ ネル の 前 に 呼吸 エク ササ イズ を 
し て いた 間 ) 、 私 達 は あな た 方 の 正直 さ を 感じ る こ と が で きま し 
た 。 あな た 方 の 愛 を 感じ る こと が で きま し た 。 あな た 方 で ある も 
の 全て を 導き 入れ た いと いう あな た 方 の 願望 と 欲求 、 あな た 方 の 
神聖 な 存在 の この エネ ルギー を 導き 入れ た いと いう 欲求 を 感じ 
る こと が で きま し た 。 私 達 は 本 日 、 こ の こと に つい て も っ と た く 
さん お 話す る 予定 で す 。 今年 いっ ぱい 、 この こと に つい て お 話す 
る 予定 で す 。 私 達 は 今日 ここ に 来れ て 光栄 で す 。 ここ に は た くさ 
ん た くさ ん の 存在 が 集まっ て いま す 。 私 達 は 今 、 あな た 方 が も っ 
と 多く の 私 達 が 入れ る よう に 、 よ り 大 き な 部 屋 を 用 意 し て くれ た 
こと に 気づき まし た ! (聴衆 笑 ) 


親愛 な る 友よ 、 最初 に 少し 、 な ぜ あ な た 方 が この 場所 に 座っ て い 
る か に つい て の 考え を 話さ せ て くだ さい 。 以前 、 私 達 は 人 間 の 時 
間 で 、2500 年 前 、 キ リス ト 意 識 の 種 と 呼ぶ も の を 導入 し 始め る 
の に 、 エネ ルギー が 正しく 適切 だ っ た と 話し まし た 。 その 時 まで 
は 人 間 と スピ リッ ト の エネ ルギー バラ ンス は 、 まだ これ を 十分 に 
受け 取る 準備 が で き て いま せん で し た 。 ア ルト (アトランティス) 
と ムー (レム リア ) の 時 代 、 あ な た 方 は この エネ ルギー を 引き 出 
す た め に 多く の 違う こと を 試し まし た 。 あな た 方 の 神 性 を 統合 し 、 
見 つけ 出 そ うと 使っ た 多く の 技術 が あり まし た 。 し か し 、 あな た 
方 が 知っ て いる よう に 、 まだ その 時 で は あり ませ ん で し た 。 それ 
は 適切 で は あり ませ ん で し た 。 そし て 、 知っ て の 通り 、 あ な た 方 
の 神 性 は 、 技術 の み で は 働か せる こと は で きま せん 。 それ は 、 あ 
な た 方 自身 の 内 な る 開放 、 そ の 吸気 の 組み 合わ せ で す 。 それ は 集 


団 意識 の 結合 で す 。 それ は 技術 で す 。 それ は 結び 合わ され た 全て 
の これ ら の 要素 な の で す 。 


そし て 、2500 万 年 前 まで は 、 神 の 国 を 出 て 以来 携え て きた この 
種 を 働か す の は あま り で きま せん で し た 。 


それ か ら 、 多 く の 他 の 生涯 の 後に 戻り 、 個人 と し て 、 人 間 の グル 
ー プ と し て 、 家族 と し て 、 そ し て 国 全体 と し て 、 あ な た 方 は 地球 
に や っ て 来 始 め た の で す 。 あな た 方 は 復帰 を 始め まし た が 、 今 
は この 種 を 作用 させ る と いう 自覚 を 持っ て いま し た 。 あな た 方 は 
それ を 自分 の 意識 の 中 に 植え 付け る た め に 導入 し た の で す 。 その 
種 が 芽 を 出し 、 育成 する に は 時 間 が か か る こと 、 また 収穫 で きる 
よう に な る まで に は 時 間 が か か る こと は 知っ て いま し た が 、 あな 
た 方 は 皆 こ れ に 同意 し た の で す 。 


2000 年 前 、 ま さ に この 部 屋 に 座り 、 こ れ ら の 言葉 を 聞き 、 ま た 
他 の 形式 で 聞い て いる あな た 方 の 多く は 、 一 団 と し て 、 大 勢 で 地 
球 に や っ て き て 、 自身 を 全 世 界 に 置き まし た 。 あな た 方 は 自身 を 
エル サレ ム に 、 イ ギリ ス に 、 ア フリ カ に 、 ア ジア に 、 そ し て 、 幾 
人 か は 合衆国 の ネイ ティ ブ と し て 置き まし た 。 今 自分 を シャ ー ン 
ブラ と 呼ぶ 人 々 、 種 を 植え る た め に や っ て 来 た 人 々 の シャ ワー、 
レイ ン シ ャ ワー が あっ た の で す 。 あ な た 方 が イェ シュ ア ・ ベ ン ・ 
ヨセフ (ジー ザ ス ) と し て 知っ て いる 人 は 、 多 く の 注 目 を 集め た 
人 で し た 。 で も 、 あな た 方 の 全員 が この 種 の 導入 を 助け た 人 々 な 
の で す 。 その 後 、 引き 続い た 年 々 と 生涯 に お いて 、 あ な た 方 は 真 
面目 に ワー ク を 続け て きま し た 。 あな た 方 は こ に の キリ スト ・ シ ー 
ド が 開花 する た め の 肥 決 な 土壌 を 、 エ ネル ギー を 生み 出す た め 、 
ー 生 懸命 に ワー ク を 続け て きま し た 。 


あな た 方 は 、 世界 中 で 、 教会 を 始め た 者 達 で す 。 最近 、 あ な た 方 
が それ ら に 対し 、 い くら か 相反 する 感情 を 持つ の は 不思議 で は あ 
り ま せん ! これ ら は 礼拝 堂 だ っ た の で す 。 これ ら は キリ スト ・ 
シー ド が 成長 プロ セス を 始め 、 他 の 人 々 に 届く よう な 教会 で し た 。 
この 過去 2000 年 間 、 親 愛 な る シャ ー ン ブラ 人 達 よ 、 あ な た 方 は 数 々 
の 生涯 に わた っ て 戻り 、 この エネ ルギー の 取り 入れ 方 を 学び 、 そ 
れ が 成長 する た め の 空 間 と エネ ルギー を 供給 し て きた の で す 。 そ 
し て 、 私 達 の これ まで の 言葉 か ら 知 っ て の 通り 、 これ が 現れ る の 
は 、 今 が その 時 な の で す 。 


そし て 、 あな た 方 が これ を 最も 良く 行う に は どう する の で し ょ う 
か ? それ を 呼吸 し て くだ さい 。 それ を 呼吸 し て くだ さい 。 この 
神 性 の エネ ルギー は 、 あ な た 方 の 内 に ある の で す 。 あな た 方 の 肉 
体 の 中 に 、 あな た 方 の 意識 の 中 に ある の で す 。 それ は あな た 方 全 
て に 存在 し て いま す 。 私 達 が 今 あ な た 方 を 見 る と 、 それ が 見 える 
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の で す 。 それ は と て も 若く 、 と て も 純真 で 、 子供 で す 。 こ れ は 故 
卿 か ら の あな た 方 自身 の 神 性 な の で す が 、 今 、 あ な た 方 に 戻っ て 、 
子供 と し て や っ て 来 た の で す 。 あな た 方 は これ を 養育 し 、 必要 な 
も の を 聞き 、 愛し 、 世話 を する 責任 を 今 、 負っ て いる の で す 。 そ 
れ に つれ て 、 あな た 方 は これ が と て も 遊び 好き で 、 と て も 表現 的 
に な る の に 気が付く で し ょ う 。 ちょ うど 今 、 あな た 方 と 内 な る ス 
ピリ ッ ト と の 間 の 新しい つなが り が 引き 続き 深まっ て いま す 。 し 
か し 、 ど ちら も まだ 他方 を あま り 確 信 し て は いま せん 。 あ な た 方 、 
あな た 方 の エゴ が ブレ ー キ を か け て いる の に 気づい て くだ さい 。 
時 々 、 あな た 方 は この 新しい エネ ルギー が 何 か よ くわ か ら な く な 
り ま す 。 で も 、 あ な た 方 が それ を 吸気 し 、 あ な た 方 が 誰 で ある か 
の 全て が 現れ 、 自ら を 表現 する の を 許す に つれ て 、 あ な た 方 は 大 
きく 違っ た 人 生 、 大 きく 違っ た も の の 見 方 を 持つ よう に な る で し 
よう 。 あな た 方 が 今 ま で 感じ て いた 格闘 は 変わ り ま す 。 それ ら は 
変わ る の で す 。 


2500 年 ほど 前 の ヴィ ジョ ン は 、 親 愛 な る 友 、 シ ャ ー ン ブラ よ 、 

この キリ スト 意識 の 種 を あな た 方 の この 壮大 で 栄光 ある 惑星 に 

導入 する こと で し た 。 そし て 、 あ な た 方 が それ を 行い 、 そ れ が 現 
れる の を 、 あな た 方 を 通し て や っ て 来る の を 、 あな た 方 に 呼吸 さ 
れる の を 今 許 す と き 、 これ は 全く 新しい 一 あな た 方 は 何と 呼ぶ で 
し ょ うか ーー あな た 方 が 「 ボ ー タ ル 」 と 呼ぶ も の を 開く の で す 。 こ 
れ は あな た 方 の 外部 空間 の 暗黒 の 中 へ で は な く 、 か つて 虚空 で あ 
つた も の を は る ば る 通り 抜け 、 火 の 壁 を は る ば る 通り 抜け 、 神 の 
国 へ の 故 卿 へ の 全く 新しい 道 を 開く の で す 。 あな た 方 が 行っ て い 
る ワー ク 、 あ な た 方 が 経験 し て いる 意識 変化 、 そ し て 、 呼吸 を 通 


し て あな た 方 が これ ら の 道 を 開く に つれ 、 これ は 全て で ある も の 、 


神 、 女 神 の 国 に 、 今 故郷 か ら あ な た 方 へ の 旅 を 始め させ る の で す 。 


あな た 方 は 故郷 に 行く の で は な いと いう 、 私 達 が 以前 話し た 言葉 
を 憶え て いて くだ さい 。 これ は 、 あな た 方 の と ころ に や っ て 来る 
の で す 。 こ れ は 、 あ な た 方 の 地球 上 で の 旅 、2500 年 ほど 前 に 始 
まっ た 旅 の 新しい パー ト の 始ま りな の で す 。 

ああ 、 も ちろ ん 、 あ な た 方 は それ より も も っ と 長く 活動 し て いま 
し た 。 し か し 、 あ な た 方 の 本 の 最新 の 章 は 、2500 年 の 長 さ な の 
で す 。 あな た 方 は 、 そ れ ら の 道 を 故 卿 か ら あ な た 方 に 開い て いま 
す 。 私 達 は これ に つい て も っ と 、 来年 あたり で お 話し ます 。 私 達 
は この や り 方 、 あな た 方 の 人 生 へ の 反映 の 仕方 、 他 の 人 々 の 助け 
方 、 故 卿 か ら あ な た 方 に 会 い に や っ て 来る 新しい 訪問 者 の 歓迎 の 
仕方 に つい て お 話す る 予定 で す 。 


お お 、 そ し て 、 本 日 の 来訪 者 に つい て 言え ば 、 一 あな た 方 も 今 お 
わか り の 通り 、 この 部 屋 は 今日 訪問 し に 来 た 者 達 で いさ さか 一 杯 
に な っ て お り ま す 。 彼ら は ここ に いて 、 ゲス ト で いる こと に 興奮 


し て いま す 。 彼ら は 、 あ な た 方 が 始め た 教会 な の に 、 今 、 そ の 教 
会 の ビル に あな た 方 が 移る と いう こと に 少し 可笑し く 感 じ て い 
ます ! (聴衆 笑 ) 


で も その 教会 に 今 、 あな た 方 は 戻っ て きま し た ね 。 違っ た よう に 
見 えま すか ? あな た 方 は より 統合 され た 存在 と し て 、 よ り 依 存 
的 で な い 、 よ り 力 を 得 た 存在 と し て 、 教 会 戻る の で す 。 お お 、 
教会 は 素敵 な も の で す 。 あな た 方 が 創る の を 手伝っ た の で す 。 あ 
な た 方 が 地球 上 に 設置 し た も の を 見 て くだ さい 。 あな た 方 は 戻っ 
て きま し た 。 教会 の 傘 の 下 で は な く 、 空 間 を 借り に 来 た の で す 。 
(聴衆 笑 ) これ は 適切 で す 。 こ れ は 適切 な の で す 。 


この 部 屋 は 今 一 杯 で す 一 大 勢い ます 。 多分 、 あな た 方 は 彼ら の お 
喋り が 聞こ える で し ょ う 。 それ を 吸気 し て くだ さい 。 あな た 方 は 
この 部 屋 の 天界 の お 喋り が 聞こ える で し ょ う 。 彼ら は 興奮 し て い 
ます 。 彼ら は 、 私 達 が 今日 話す 内 容 に 興奮 し て いま す 。 彼ら は こ 
の 新しい シリ ー ズ に 興奮 し て いま す 。 あな た 方 が 、 彼ら を ここ に 
来 さ せる 道 を 開く と き 、 彼ら は シン プル に 興奮 し ます 。 これ ら の 
エネ ルギー を よく 感じ られ る 人 達 に と っ て は 、 今日 、 彼ら が 今 ま 
で より 近く に 来 て いる こと が わか る で し ょ う 。 実に 、 あな た 方 は 
第 1 サー クル 、 名 誉 の サー クル に いる の で す 。 で も 、、 今 日 入っ て 
き て 、 第 2 サー クル に いる 人 達 一 彼ら は より 近く な っ て き て いま 
す 。 な ぜ な ら 、 あ な た 方 が これ が 起こ る よう に 戸口 を 開い て いる 
か ら で す 。 


あな た 方 の 最近 の 奇妙 な 夢 ? それ は ヴェ ー ル が も は や 厚く な 
いか ら で す 。 あな た 方 は 他 の 次 元 性 が 見 えつ つ あ る の で す 。 あな 
た 方 が 持っ て いた 不安 定 さ の 奇妙 な 感覚 は 一 ひと つの 足 が 内 で 
も う ひ と つが 外 一 それ は まさ に 起き て いる こと で す 。 あな た 方 の 
回 り の ヴェ ー ル は より 薄く な っ て き て いる の で す 。 それ が より 薄 
く な っ て き て いる の で 、 あ な た 方 は 新しい 感覚 、 新しい フィ ー リ 
ング 、 眠れ な い 夜 を 経験 し て いる の で す 。 な ぜ な ら 、 今 静か に な 
っ つた と き に 、 物事 が 聞こ える か ら で す 。 あな た 方 は 自分 の 回 り で 
地球 次 元 と 近接 し た 次 元 の より 多く の ノイ ズ を 聞い て いる か ら 
で す 。 


これ は 、 本 日 、 こ こ に 来 た グ ルー プ で 、 特 に 面白 い グ ルー プ で す 。 
これ ら は 、 訪れ た 天使 達 を 別に し て 、 あな た 方 と 今 、 も っ と ワー 
ク し よう と し て いる 使者 達 で す 。 これ は 面白 い 。 私 達 は 付け 加え 
ます が 、 面白 い 。 も し あな た 方 が ここ に 来 て いる 存在 達 が 見 えて 
理解 で きた ら - 一 あな た 方 は 何と いう か 一 あな た 方 は 床 に 倒れ て 
し まう こと で し ょ う 。 も し 、 あな た 方 が 大 天使 の エネ ルギー を 構 
成 し て いる 軍勢 が 見 える な ら 、 あな た 方 は と て も 感動 する で し ょ 
う 。 あな た 方 は な ぜ 彼 ら が 全て の 次 元 に わた っ て 、 こ こ に 来 よ う 
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と する の か 不思議 に 思う で し ょ う 。 親愛 な る 友よ 、 彼ら は あな た 
方 に 、 あな た 方 は 名 誉 を 受け た 高貴 な 人 達 で ある こと を 思い 出さ 
せ て くれ ます 。 彼ら は 、 あ な た 方 の 前 で は 、 あ な た 方 が し て いる 
こと の た め に 謙 放 を 感じ る こと を 、 あな た 方 に 思い 出さ せ て くれ 
ます 。 


今日 、 ここ に 来 て いる 特定 の グル ー プ も あり ます 。 彼ら の アイ デ 
ン テ ィ テ ィ を 説明 する の は 少し 難し い の で す が 、 あな た 方 に と て 
も 近い グル ー プ で す 。 と て も 近く 、 そ し て 個人 的 で す 。 あな た 方 
が 地球 と 呼ば れる と ころ に 来 た と き に 潜ん で いた 、 あな た 方 の エ 
ネル ギー の より 崇高 な 部 分 に つい て あな た 方 に 話し た 時 の こと 
を 憶え て いま すか ? この より 崇高 な 部 分 、 あ な た 方 が 真実 の 自 
己 と 呼ぶ も の 、 一 部 の 人 が ハイ アー セル フ と 呼ぶ も の 、 ま た は 、 
あな た 方 の 黄金 の 天使 ・・・ あ な た 方 の エネ ルギー の 大 き な 部 分 
は 、 蘭 の 中 に 、 エネ ルギー の 黄 の 中 に 潜ん で いま し た 。 この 裏 の 
スピ リ チ ュ アル な 物理 学 は 、 あな た 方 と スピ リッ ト は 、 内 を 深く 
見 つめ る 必要 が あっ た と いう こと で す 。 な ぜ な ら 、 私 達 が 言っ た 
よう に 、 スピ リッ ト は 常に 外側 へ の 投射 だ か ら で す 。 で も 、 あな 
た 方 の 真実 の 自己 は 、 そ れ 自 身 を ラッ プ し て 貢 に し 、 自 身 を 隠し 、 
見 えな くし まし た 。 この 蘭 の 中 で あな た 方 の 真実 の 自己 は 監視 さ 
れ て きま し た 。 そ れ は 、 深 く 眠 れる よう 、 内 側 を 見 られ る よう に 、 
天使 団 に よっ て 護衛 され 、 保護 され 、 そし て 、 備 装 も な され まし 
た 。 この 全て の 時 間 に お ける に お ける あな た 方 の 真実 の 自己 の 役 
割 の 一 部 は 一 や せ 説明 し に くい の で す が 一 し か し 、 それ は 、 あな 
た 方 の 思考 と 行動 と 功 業 の 可能 性 を 受け 取り 、 そし て 、 これ ら の 
可能 性 を 他 の 次 元 の 中 に 生き 抜か すてき た の で す 。 実に 、 あな た 
方 が 3 つの 選択 肢 を 前 に する 時 、 一 左 に 行く か 、 前 に 行く か 、 右 
に 行く か 、 そ し て 、 あ な た 方 は 人 間 と し て 、 コ ント ロー ル で きる 
者 と し て 、 右 に 行く こと を 選び ます 。 他 の 2 つの 選択 は 、 あな た 
方 の 「 真 実 の 自己 」 の 蘭 の 中 か ら 次 元 間 を 通し て 行動 に 移さ れる 
の で す 。 夜 、 あ な た 方 が 夢 を 見 る と き 、 し ば し ば 、 シ ン ボ リッ ク 
な 形 で 、 全 て の 行動 の 潜在 性 、 可 能 性 を 見 る の で す 。 


今 、 あな た 方 は この こと に つい て あま り 心 配 する 必要 は あり ませ 
ん 。 な ぜ な ら 、 これ は あな た 方 自身 の 「 真 実 の 自己 」 、「 全 自己 」 

で な され て いる こと だ か ら で す 。 これ ら の 潜在 性 に つい て 心配 し 
な く て いい の で す 。 それ ら は 単に エネ ルギー 要素 な の で す 。 あな 
た 方 の 現実 で 実体 を 帯び る こと は あり ませ ん 。 いか な る 方 法 で も 、 
戻っ て き て 地球 上 で の あな た 方 の 人 間 と し て の 旅 の 中 で 影響 を 

与え る こと は あり ませ ん 。 し か し 、 再び 言い ます が 、3 次 元 の こ 
こ で あな た 方 の プロ セス を 経験 し て いる 間 、 別 の も の が と て も た 
くさ ん 起こ っ て いま す 。 あな た 方 が 選ん だ ひと つの も の を 行動 し 
て いる 間 に 、 あ な た 方 の 「 真 実 の 自己 」、「 全 自己 」 は た くさ ん 
の た くさ ん の 可能 性 を 探検 し て いる の で す 。 


今日 来 て いる 者 は 、 可能 性 を 携え た 、 あな た が 誰 で ある か の 代替 
現実 を 携え た 自己 の エネ ルギー で す 。 その あな た 自身 の 部 分 が 今 
日 来 て いま す 。 彼ら は 、 ま ず 、 最初 に あな た 方 に 触れ 、 あ な た 方 
に 参加 する た め に 第 2 サー クル に や っ て 来る の で す が 、 加 えて 、 
あな た 方 が 選ん だ 選択 を 賞賛 する た めで も あり ます 。 正しい 選択 、 
悪い 選択 と いう も の は な か っ た の で す 。 それ ら は 全て 可能 性 で あ 
り 、 経験 だ っ た の で す 。 あな た 方 が 選 ら ん だ 一 つ を あな た 方 は 地 
球 上 で 演じ た の で す 。 あな た 方 が 選ば な か っ た も の は 、 次 元 問 べ 
ー ス で 演じ られ まし た 。 


再び で す が 、 こ れ ら の こと を あま り 心 配 する 必要 は あり ませ ん 。 
いつ の 日 か 、 適切 な 時 が 来 た ら 、 あ な た 方 は 他 の 選択 肢 が どん な 
も の だ っ た か の 全て を 見 、 感 じ る 機会 が ある で し ょ う 。 

し か し 、 や れ た か も し れ な いこ と の 全て 、 そ し て 、 こ れ ら の 結果 
と し て どん な 他 の 可能 性 が あっ た か を 見 る こと が で きる と いう 
よう な 全て の 可能 性 は 、 少し 興奮 さす せら れ ま す 。 代替 現実 が あな 
た 方 に や っ て 来 ま す 。 あな た が 誰 で ある か の 可能 性 が 、 あ な た の 
と ころ に や っ て 来 ま す 。 それ ら は 、「 あ な た は 決し て 間違っ た 決 
断 を し た の で は あり ませ ん 。 」 と 言う た め に 、 こ の 重要 な と き に 
来る の で す 。 事実 は こ に う で す 。 あ な た 方 は 決定 を 行い 、 選択 を 行 
い 、 今 私 達 だ 座っ て いる まさ に ここ へ 、 故 卿 か ら あ な た 方 を 導く 
道 を 創っ て きた の で す 。 も し 、 あ な た 方 が 自分 の 旅 を 疑い 、 自分 
の 行動 の 適切 性 を 疑う こと が ある な ら 、 それ が 、 あ な た 方 を 「 自 
己 」 と 共に 、「 ス ピリ ッ ト 」 と 共に 、「 全 て で ある も の 」 と 共に 
ここ に 連れ て 来 た こ と を 知っ て くだ さい 。 


時 々 、 あ な た 方 は 自分 の 人 生 を 曲がっ た 道 だ と 見 が ち で す 。 私 達 
は あな た 方 の 人 生 を 、 進化 する 変化 、 そ し て 、 新しい 可能 性 の 一 
つと し て 見 て いま す 。 時 に は 、 あな た 方 は 最大 の 挑戦 を 含む 可能 
性 を 選択 し ます 。 それ は 私 達 は 楽し ませ る も の で す 。 この シャ ー 
ン ブ ラ の グル ー プ 、 あな た 方 は 、 易しい 道 を 行く の が 好き な 人 達 
で は あり ませ ん ! (聴衆 笑 ) で も 、 易しい 道 は 次 元 間 で 演じ 
られ まし た 。 私 達 が あめ な た 方 に 以前 話し た 通り 、 あな た 方 は と て 
も 難し い 旅 を ここ で 選び まし た 。 人 間 の 、 進化 する 人 間 の 旅 一 あ 
な た 方 は 孤独 な 旅 を 、 挑戦 的 な 旅 を 通る 者 で す 。 そ し て 、 あ な た 
方 は 決断 を する と き 、 いつ も そう し た の で す 。 あな た 方 は ドア を 
開け て あの 神 性 が 入れ る よう に 、 また 、 あ の 種 が 開花 で きる よう 
に 、 内 な る 最も 深い レベ ル で そう し た の で す 。 


その よう な 訳 で 、 私 達 は 今日 ここ で あな た 方 と 座っ て いる の で す 。 
それ ゆえ に 、 途方 も な い エ ネル ギー、 大 天使 の エネ ルギー を 持つ 
天界 の 家族 か ら や っ て 来 た 者 達 が 今日 ここ に いる の で す 。 それ ゆ 
え に 、 彼 ら は これ ら の ドア を あな た 方 が 開け て くれ る こと に 感謝 
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する た め に 、 今 日 ここ に 来る の で す 。 彼 ら は 、 私 に 一 私 達 の 友人 、 
カウ ル ダ ー (ジェ フリ ー・ ホ ッ プ ) を 通じ て 一 あな た 方 に 今日 、 
ニュ ー ス を 伝え る よう 頼み まし た 。 少し し て か ら 、 これ に つい て 
ディ スカ ッ シ ョ ン す る 予定 で す 。 


私 達 は この 新 シ リー ズ の 第 1 レッ スン に 入る 前 に 、 親 愛 な る 友よ 、 
小 休止 し 、 そ し て 、 あ な た 方 それ ぞ れ に 、 全 て の 愛 、 全 て の 可能 
性 、 全て の 名 誉 を 呼吸 する よう お 願い し ます 。 あな た 方 の 存在 の 
内 で 、 深く 呼吸 し て くだ さい 。 これ が あな た 方 が それ を 統合 する 
や り 方 で す 。 私 達 は カウ ル ダ ー に 少し の 間 、 小 休止 し て 、 この エ 
ネル ギー 統合 が 起こ る よう に し て も らい ます 。 


( 小 休止 ) 


お お 、 こ こ に いる の は 、 な ん と いう 喜び で し ょ う ! 私 達 は 皆 、 
微笑 ん で いま す 。 あな た 方 が 私 達 を 招き 入れ て くれ て 、 私 達 は と 
て も 嬉し いで す 。 前 に お 話し た と お り 、 人 間 の 経験 に つい て は 、 
大 変 な 深 さ が あり ます 。 お お 、 感動 と 感情 ! あな た 方 が エキ サ 
イト する と き 、 そ れ が 見 えま す 。 そし て 、 あ な た 方 が 着手 し て い 
た 何 か を 達成 し た こと を 知っ て いま す 。 私 達 の 側 で は 、 こ の 感情 
と 全く 同じ も の は な い の で す 。 あ な た 方 の 笑い ・・・ こ れ と 同じ 
も の は あり ませ ん 。 人 間 の 快楽 の 楽し み 、 こ れ は 私 達 も あな た 方 
と 一 緒 に 楽し み ま す が ・・・ 全 く 同 じ も の で は な い の で す 。 


多く の 人 間 達 は 、 人 間 で ある こと の 快楽 を 楽し むと き に 、 自身 を 
罰 し て いま す 。 お お 、 親愛 な る 友よ 、 こ れ は これ ら の も の の 幾 生 
涯 に も わた る 乱用 か ら 感 じ た こ と に 由来 し て いま す 。 で も 、 これ 
ら の 感情 は 、 脇 へ 追い や っ て くだ さい 。 あな た 方 は 皆 、 バ ラン ス 
の 智恵 と 啓発 を 持っ て いま す 。 内 側 の 智恵 と 啓発 を 使い 、 生命 の 
ヴァ イタ リティ を 楽し ん で くだ さい 。 あな た 方 の 音楽 の 中 に さえ 、 
私 達 話 し た すご い 深 さ が 存在 し ます 。 そ れ は 海 に 似 て いま す 。 
私 達 の 音楽 は あな た 方 の も の と 比べ る と 、 浅い 湖 の よう で す 。 あ 
な た 方 の も の に は 、 感 動 と 感情 、 愛 、 力 強 さ が あり ます 。 


さて 、 あ な た 方 が よろ し けれ ば 、 今日 、 私 達 と 少し 旅 を し て みる 
こと を お 願い し ます 。 あ な た 方 の 回 り に いる 者 達 、 あ な た 方 の 「 真 
実 の 自己 」 の 潜在 的 可能 性 、 あな た 方 が 為 し た 全て の 事柄 の 潜在 
的 可能 性 、 あな た 方 の 代替 現実 で ある 者 達 、 それ ら が あな た 方 の 
回 り に いま す 。 それ ら は あな た 方 を 抱き し め て いま す 。 それ ら は 
も し あな た 方 が 許せ ば 、 この 旅 に あな た 方 と 一 緒 に つい て きま す 。 
私 達 は 今 、 あな た 方 を 未来 の 代替 現実 に 連れ て 行き ます 。 私 達 は 
あな た 方 を この 生涯 の 臨終 の その 場所 へ 、 そ の 可能 性 へ 連れ て 行 
きま す 。 私 達 は あな た 方 の 誰 も ここ か ら 抜 け 落ち な いよ うに する 
こと を 約束 し ます ! (聴衆 笑 ) 


私 達 は あな た 方 を 臨終 の 可能 性 に つれ て いき ます 。 それ は 、 現在 
の 生涯 の 中 で 、 地球 上 の 人 間 と し て の 命 の 最後 で す 。 あな た 方 は 
この 中 で 着実 に 深く 呼吸 し て いま す 。 これ は 、 あな た 方 が で きる 
最も 基本 的 な 、 最 も 純粋 な も の の 一 つ だ と いう こと を 学ん で いま 
す 。 あな た 方 は 、 こ の 生涯 を 、 あな た 方 が 行っ た ワー ク を 振り 返 
っ て いま す 。 遂行 と 完了 の 感覚 が あり ます 。 死 が 数 分 先 、 数 時 間 
先 だ と し て も 、 あな た 方 は 微笑 ん で いま す 。 あな た 方 は それ を 知 
っ て いま す 。 感じ る こと が で きる の で す 。 あな た 方 が か な り 順 応 
し て いる の で 、 わか る の で す 。 あな た 方 は か つて 死に 対し て 持っ 
て いた 大 き な 恐 頂 を 憶え て いる の で 、 あ な た 方 は 笑っ て いま す 。 
し か し 、 今 は 微笑 ん で いま す 。 あな た 方 は 満足 と 完成 で 満た され 
て いま す 。 そこ に は 、 恐怖 は な く 、 むし ろ 智 恵 と 洞察 が ある の で 


あな た 方 が 自ら の 人 生 を レヴ ュー する と き 、 ま さ に 、 私 、 ト バイ 
アス も あな た 方 の 隣 に 立っ て いま す 。 私 は 、 あな た 方 の 手 を 握っ 
て いま す 。 全 て の 他 の 者 達 は 、 あ な た 方 が 意識 の 中 で も うす ぐ 、 
ヴェ ー ル の 私 達 の 側 に 戻っ て くる と 知っ て 、 微笑 ん で 回 り に 立っ 
て いま す 。 あな た 方 は ヴェ ー ル の 私 達 の 側 に 戻り 、 あ な た 方 の 人 
生 で 今 、 振り 返る こと を 持っ て 来る の で す 。 


あな た 方 は この 生涯 で 、 地球 に 来 た と き を 振り 返り ます 。 幾 人 か 
に と っ て は 、 大 戦争 (第 2 次 世界 大 戦 ) 、 光 と 痢 の 戦争 の 直前 だ 
つた で し ょ う 。 あ な た は 自分 の エネ ルギー が 、 こ の 大 戦 の 間 、 そ 
し て 、 そ の すぐ 後に 地球 上 で 必要 と され る こと を 知っ て いま し た 。 
あな た は 、 こ れ は 全 人 類 史 の 中 で ター ニン グ ボ イン ト で あり 、 挑 
戦 の 時 で ある こと を 知っ て いま し た 。 あな た は や っ て 来る 前 か ら 、 
大 き な カ ル マ の 浄化 が 起こ り 、 それ と 共に 、 全て の 学び と 理解 と 
感動 が 起こ る こと を 知っ て いま し た 。 これ は 、 第 2 次 世界 大 戦 の 
すぐ 前 の 驚く べき 期間 で し た 。 これ は 、 あな た 方 の 書物 や 預言 者 
が 言う よう な 、 最 終戦 争 、 光 と 闇 の 最終 戦争 で し た 。 


し か し 、 ご 存 知 の よう に 、 これ は 本 当 は 光 と 聞 の こと で は あり ま 
せん で し た 。 こ れ は 、 多 く の 人 類 の た め の 最 終 浄化 で し た 。 これ 
は 、 や っ て 来 て いた スピ リ チ ュ アル ・ フ ァ ミ リー の 多数 の た め の 
最終 浄化 で し た 。 イス ラ エ ル の 人 々 に と っ て は 一 実に 一 これ は 残 
り の 世界 が 見 て いる 中 で の 浄化 と 懲罰 の 時 で し た 。 世界 は 、 彼ら 
が 隠れ る の か 、 参 加 す る の か 、 正 義 と 愛 を 求め て 剣 を 掲げ る の か 、 
又は 彼ら 自身 の 兄弟 達 に 背 を 向け る の か を 見 て いま し た 。 


あな た 方 の 多く は 、 自分 の エネ ルギー が この 戦い の すぐ 後に 必要 
と され る こと を 知っ て 、 この 時 に や っ て 来 ま し た 。 あな た 方 の ほ 
と ん ど は 、 こ の 最終 浄化 、 光 と 聞 の この 最終 戦争 が 起こ っ た ら 、 
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すぐ に 来 よう と 、 待機 し て 門 の と ころ で 立っ て いま し た 。 あな た 
方 は 殺到 し て 来 ま し た 。 あな た 方 は ここ に 来る た め の あ ら ゆ る 手 
段 を 見 つけ 、 そ し て 、 今 、 あ な た 方 が 得 た も の を 見 て いま す 一 人 
口 の 大 幅 な 急増 で す ! あな た 方 の 多く は 、 先 に 挑戦 と 困難 が 控 
えて いる の を 知り な が ら 、 や っ て 来 て 、 そ の 時 、 殺到 し て 来 た の 
で す 。 それ で も 、 あ な た 方 は 選択 を し まし た 。 あな た 方 は その 時 
期 、 あ な た 方 の 1940 年 代 の 終わ り 、 1950 年 代 、 1960 年 代 に や っ 
て 来る に あたっ て 、 存在 し た 多く の 可能 性 か ら 選 びました 。 これ 
ら は 激動 の 時 代 で し た 。 こ れ ら は 、「 終 わり の 時 」 と 予言 され て 
いた 時 で し た 。 ヴェ ー ル の 私 達 の 側 の 多く の 者 達 は 一 多く の 多く 
の 多く の 者 達 は 、 物事 を 次 の レベ ル に 移行 させ る た め に 、 最終 浄 
化 と 地球 の 破壊 が 起こ る と 思っ て いま し た 。 


あな た が 今 、 死 の 床 か ら 振り 返る と き 、1960 年 の 初期 一 地球 と 
全て の 造ら れ た も の 、 全て の 発達 させ て きた も の 一 は 、 ボタ ン 一 
つ を た だ 押す だ け で 破壊 で きた と いう こと を 憶え て お いて くだ 
さい 。 親愛 な る 友よ 、 ヴ ェ ー ル の こち ら 側 の 私 達 全 て が 、 は っ と 
息 を 呑ん だ 瞬間 が あり まし た 。 私 達 は 自分 の 眼 を 比 職 的 に で す が 
閉じ た の で す 。 私 達 は 自分 の 心臓 を 握り 締め まし た 。 これ は 重大 
な 数 秒間 に 起こ っ た こと で す 。 私 達 は 介入 する こと が で きま せん 
で し た 。 私 達 は 介入 で き な い の で す 。 私 達 は た だ 愛 と バラ ンス を 
送る こと し か 出来 ませ ん 。 あな た 方 を 通し て し か で きま せん 。 し 
か し 、 あな た 方 が 私 達 の 側 か ら こ れ を 受け 取る た め に 自ら の 存在 
を 開放 する と 、 そ れ は あな た 方 自身 の 愛 の 思考 と バラ ンス と 前 進 
に 力 と エネ ルギー を 加え ます 。 

あな た 方 に 言い ます 。 それ は 数 秒間 の こと で し た が 、 起こ り ま せ 
ん で し た 。 次 の 10 年 に 明か され る 物語 で あり 、 そ の と き 、 あ な 
た 方 の 側 で いか に きわ どか っ た か が 明る み に 出 され る で し ょ う 。 


あな た 方 の 死 の 床 で 今 、 自身 の 生涯 を 振り 返る 時 、 あな た 方 は こ 
れ ら の 種類 の こと が 起き な いよ うに 、 エ ネル ギー と 愛 を 植え る 者 
に な る た め に や っ て 来 た こ と を 知っ て いま し た 。 も し 、 あな た 方 
が その 時 、 こ の 惑星 を 去っ て いた ら 、 あ な た 方 は な お 、 崇高 な 奉 
仕 を し て いた で し ょ う 。 あな た 方 は これ を 起こ さ な い よう に 助力 
する た め に 、 た だ 地球 上 の エネ ルギー 存在 に な る こと に よっ て 、 
全て の 人 類 に 対し て 、 任 務 を 十分 に 果たし た の で す 。 


あな た 方 の 多く は 、 この すぐ 後 か ら 、 スピ リ チ ュ アル な 勉強 を 始 
め ま し た 。 これ は 、 あ な た 方 が ニュ ー エ イジ と 呼ぶ も の 、 あ な た 
方 の スピ リ チ ュ アリ ティ で す 。 他 の 人 た ち は 、 まだ その 時 で な い 
と た だ 知っ て いま し た 。 あな た 方 の エネ ルギー は 後 で 再び 必要 と 
され る と 思わ れ 、 そ し て 、 あ な た 方 は 人 生 で 、 表 面 上 は この スピ 
リ チ ュ アル な も の 全て に 無関心 で 出発 し まし た 。 


今 、 あ な た 方 が 自分 の 死 の 床 に 座り 、 自 分 の 人 生 を 振り 返る 時 、 
あな た 方 は ドア の と ころ に 別 の ノッ ク が 来 て いる の に 気づく こ 
と が で きま す 。 それ は 、 違う も の で 、 ミ レニ アム 年 が 近づく に つ 
れ て 、 より 強く な り ま し た 。 ここ に いる 人 達 、 こ れ を 読ん で いる 
人 達 に に っ て 、 こ れ は 、 ハー モニ ッ ク ・ コ ン バ ー ジ ェ ン ス (調和 
の 同時 発生 ) の 頃 に 起き まし た 。 その 時 、 行く か 行か な いか の 測 
定 が 行わ れ ま し た 。 再び 決断 の ポイ ント 、 可能 性 で す 。 あな た 方 
が 個人 と し て 、 人 類 と し て 選択 し た 可能 性 で す 。 あな た 方 は この 
ハー モニ ッ ク ・ コ ン バ ー ジ ェ ン ス の すぐ 後 の 数 年 間 で 、 その ドア 
の ノッ ク を 感じ まし た 。 それ ゆえ 、 あ な た 方 の 多く 、 大 多数 の 人 
達 は 、 こ の 時 、 目 覚め と 理解 の / 炊 の レベ ル に 移り まし た 。 


あな た 方 が 自分 の 人 生 を 今 振り 返る 時 、 あな た 方 は クス クス 笑い 
を し ます 。 あ な た 方 は 、1990 年 代 の 初期 中 期 に 、 自 分 が 真 に 

目覚 め よ じ め た こと に 気づき ます 。 あな た 方 の 追求 は 一 層 強 まり 
まし た 。 お お 、 あ な た 方 が それ を 脇 へ や り た い 時 、 それ を 考え 過 
ぎ て 自分 の 頭 を 痛く し た 時 も 、 それ は あな た 方 を 駆り 立て 続け ま 
し た 。 そ れ は 、 あ な た 方 の 内 か ら の 目覚 め の 種 だ っ た の で す 。 し 
か し 、 こ の 間 ず っ と 、 あ な た 方 の 存在 、 魂 は も う 一 つの ハー ドル 、 

経験 すべ きも う 一 つの 可能 性 が ある の を 知っ て いま し た 。 それ は 、 
前 世紀 の 終わ り に 起こ る と 思わ れ た 地球 の 大 変化 の 可能 性 で し 

た 。 


これ は 、 何 百年 も 何 千年 も 預言 され て きた こと で す が 、 そ れ は 、 
た と え あ な た 方 が あな た 方 自身 を 破滅 させ な く て も 、 可 能 性 が あ 
り 、 そし て 、 地球 自身 が これ が 起こ る よう に セッ ト ア ッ プ する だ 
ろう と いう こと で す 。 これ は 、 地球 が 保持 し て いた 全て を 解放 し 
た いと いう 欲求 か ら 引 き 起こ され る も の で す 。 時 は 適切 で し た 。 
時 は 適切 で し た 。 それ は 予言 され まし た 。 それ は 時 の 終わ り に あ 
な た 方 自身 で 見 られ る よう に な る 天界 の カレ ンダ ー に さえ 、 設 定 
され た の で す 。 地球 は 地質 現象 か ら 月 壊 を 始め よう と し て いま し 
た だら 


1999 年 8 月 は 、 終 わり の 始ま り と 予言 され て いま し た 。 そ の 時 
は 、 地震 と 嵐 と 火山 が 地球 を ガタ ガタ 動か し 、 ば ら ば ら に する 予 
定 で し た 。 これ は 一 つの 可能 性 で は あり まし た が 、 ハイ ライ ト さ 
れ 、 全 て の 中 で 選ば れ た 可能 性 の よう に 見 えま し た 。 


あな た 方 が 自分 の 人 生 の 死 の 床 か ら 今 、 振 り 返 る と 、 何 か が 現れ 、 
ミレ ニア ム の 終わ り に 近づく の を 知っ た こと に 気づき ます 。 これ 
は た だ の カレ ンダ ー の 変化 で は な いこ と を あな た 方 は 知り まし 
た 。 これ は Y 2 K の バグ で は あり ませ ん で し た 。 も っ と 違っ た も 
の で し た 。 こ れ は 1999 年 8 月 の 終末 の 可能 性 、 強 い 可能 性 で し 
た 。 親 愛 な る 友よ 、 私 達 が 言っ て いる こと を よく 考え て くだ さい 。 
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あな た 方 が この 人 生 の 死 の 床 に 座り 、 あな た 方 は 振り 返り 、 ク ス 
クス 笑い を する に 違い あり ませ ん 。 な ぜ な ら 、 まさ に この シャ ー 
ン ブ ラ ・ グ ルー プ は 、 2 年 前 の 1999 年 8 月 に 、 最 強 の 方 法 で 、 
集まり を 始め た の で すか ら (最初 の トバ イア ス ・ チ ャ ネル の 発行 
は 1999 年 8 月 「 ガ イド の 出発 」 で し た ) 。 そ の 後 の 2 年 間 の う 
ち に 、 世界 中 の あな た 方 の グル ー プ は 、 と て も と て も 急速 に 結び 
つき まし た 。 終 末 が 起こ ら な か っ た と き 、 あ な た 方 は 次 の レベ ル 、 
次 の 理解 の 時 だ と 知っ た の で す 。 


今 、 再び あな た 方 が 自分 の 人 生 を 振り 返る 時 、 あな た 方 は その ハ 
イラ イト を 熱 考 し 、 その 格闘 を 圭 考 し ます 。 これ は あな た 方 を ク 
スク ス 笑 わせ る の に 十分 で し ょ う 。 な ぜ な ら 、 あ な た 方 は 物事 を 
と て も 真面目 に 受け 取っ て きた こと を 憶え て いる か ら で す 。 物事 
を と て も 複雑 に し よう と 努め て きた こと を あな た 方 は 憶え て い 
ます 。 私 、 ト バイ アス が あな た 方 の 死 の 床 の 横 に 立つ と き 、 あな 
た 方 は 私 に 言い ます 一 可能 性 の 現実 の 中 で す が 一 あな た 方 は 言 
いま す 。 「 ト バイ アス 、 な ぜ 私 に も っ と シン プル に し な さい と 言 
っ て くれ な か っ た の で すか ?」「 ト バイ アス 、 な ぜ 私 に も っ と 人 
生 を エン ジョ イ し な さい と と 言っ て くれ な か っ た の で すか ?」 

「 ト バイ アス 、 どう し て 時 々 私 の お 尻 を 蹴っ て くれ な か っ た の で 
すか ?」( 聴 軍 笑 ) そし て 、 私 達 は 括 い 、 ク スク ス 笑 い を し 、 
言い ます 。「 親 愛 な る 友よ 、 お お 、 私 達 は し た の で す よ 。 私 達 は 
し た の で す 。」 


今 、 あ な た 方 の 生涯 を レヴ ュー し 、 再び 、 あ な た 方 は この と て も 
奇妙 な 時 期 、1999 年 8 月 か ら 概ね 2001 年 8 月 まで の と て も 奇妙 
な 時 期 を 振り 返り ます 。 あな た 方 は これ を 時 間 の な い 時 の よう に 
憶え て いま す 。 これ は 移行 と 調整 の 時 で し た 。 これ は と て も 奇妙 
な 肉体 的 感覚 、 と て も 奇妙 な 感情 的 感覚 の 時 で し た 。 あな た 方 は 
自分 が 正確 に どこ に 存在 し て いる の か 、 また は な ぜ 存 在 し て いる 
の か わか り ま せん で し た 。 あな た 方 は 前 に 進み 続け る 強い 引き を 
感じ まし た が 、 それ で も 、 何 か に グラ ウン ド し て いる 、 又は 繋ぎ 
止め られ て いる と は 感じ られ ませ ん で し た 。 あな た 方 は 変 移 の 恐 
ろ し い 期 間 に い る と 感じ まし た 。 あな た 方 は どこ に いて も くつ ろ 
ぎ を 感じ ませ ん で し た 。 あな た 方 は それ が ある こと は 知っ て いて 
も 、 どう や っ て 見 つけ た らい いか わか ら な いも の を 探 そ うと し て 
いる 放浪 ジプシー 団 の よう に 感じ まし た 。 


そし て 、 今 、 私 、 ト バイ アス は 、 あ な た 方 が 死 の 床 に いる と き 、 
あな た 方 と 立っ て いま す 。 私 達 は 共に 今 、 ク スク ス 笑 い を し ます 。 
これ が 本 当 に 変 移 期間 だ っ た か ら ク スク ス 笑 い を する の で す 。 そ 
れ は 変化 と 調整 の 時 で し た 。1999 年 8 月 か ら 2001 年 8 月 まで 、 
あな た 方 の 存在 の 最も 深い レベ ル で た くさ ん の こと が あな た 方 


と 進行 し まし た 。 私 達 は 共に クス クス 笑い を し ます 。 私 達 は 1999 

年 8 月 4 日 の 日 付 を 思い 出す と き 、 一 緒 に クス クス 笑い を し ます 。 
その 日 に 私 達 は グル ー プ で 集まり 、 私 は 話 を し まし た 。 そ の 日 、 

あな た 方 が 理解 し 、 受 け 入 れる の が と て も 難し いい くつ か の 話 を 

し まし た 。 で も 、 あ な た 方 が オー プン で 、 そ し て 、 そ れ を 許し た 

の で 、 ま も な く 、 そ の 意味 が 取れ る よう に な り 始 め ま し た 。 あな 

た 方 は 間もなく 、 か つて は 存在 を 知ら な か っ た 可能 性 に 入る こと 

が 出来 る よう に な っ た の で す 。 


し か し 、 こ れ ら の 2 つの こと を 明らか に する 前 に 、 こ こ で 、 タイ 
ミン グ に つい て 話さ せ て くだ さい 。 タイ ミン グ で す 。 あな た 方 が 
誰 で ある か の 潜在 的 可能 性 の 多く は 、 グ リッ ド の 中 に 含ま れ 、 保 
持 さ れ て いま す 。 それ は 、 あ な た 方 の 中 に や っ て 来る まで 、 地球 
の 磁気 的 、 そ し て 、 エ ネル ギー 的 な グリ ッ ド に 保持 され て いま す 。 
それ は 、「 真 実 の 自己 」 の 蘭 か ら あ な た 方 へ の 道 を 見 つけ る ある 
種 の 旅 を し ます 。 し か し 、 そ れ が 十分 に や っ て 来る まで は 、 あ な 
た 方 が 十分 に 準備 が で きる まで は 地球 の エネ ルギー グリ ッ ド の 
中 に 保持 され て いる の で す 。 も し 、 それ が あな た 方 の と ころ に す 
ぐに 全部 来 た な ら 、 それ は 、 あな た 方 が 人 間 と し て 誰か と いう こ 
と 全て の バラ ンス を 完全 に 乱 し て し まう で し ょ う 。 


知っ て の 通り 、 こ の 11~13 年 間 、 グ リッ ド 上 で 為 さ れ た ワー ク 
が も の すご く あ り ま し た 。 あな た 方 の 意識 変革 に 応え て 、 あな た 
方 が 行っ て いる 決定 に 応え て 、 ク ライ オン は 調整 を 行っ て きま し 
た 。 あな た 方 が 神 性 を 統合 する た め に 、 自己 の 一 部 を 開放 し よう 
と 決断 する 度 に 、 グリ ッ ド 中 に 応答 する 変化 が 起こ る の で す 。 グ 
リッ ド の あな た の 部 分 に だ け で な く 、 全員 分 の グリ ッ ド に 起こ る 
の で す 。 


この ワー ク は も う 10 年 以上 続い て いま す 。 親愛 な る 友よ 、 こ の 
グリ ッ ド へ の 最終 調整 は 来年 あたり に 起こ り ま す 。 これ が いつ 完 
了 す る か の し っ か り し た 確実 な 日 付 は あり ませ ん 。 これ は 、 決ま 
っ た 日 に 使用 を 始め る ビル ディ ング を 持つ よう な も の で は な い 
の で す 。 し か し 、 あ な た 方 は 、 特 に 、2002 年 8 月 まで の 1 年 間 
に 、 グ リッ ド 上 の 最後 の ワー ク が 行わ れる の に 気づく で し ょ う 。 
それ が あな た 方 に と っ て 意味 する も の は 、 今 ま で は 利用 で き な か 
つた あな た 方 の 部 分 、 あ な た 方 の 神聖 な 自己 が 今 、 利用 で きる と 
いう こと で す 。 それ は 今 、 入 っ て 来 よ うと し て いま す 。 あ な た 方 
及び 他 の 人 々 一 他 の 偉大 な 人 間 の マス ター 達 一 は 、 これ を 引き 入 
れ よ うと 試み て きま し た が 、 完 全 に は 利用 で き な か っ た の で す 。 
し ば し ば 、 あ な た 方 は 挫折 感 を 味わっ て きま し た 。 し か し 、 私 達 
は 今日 、 あな た 方 に 告げ る た め に ここ に いる の で す 。 グリ ッ ド に 
最終 調整 が 行わ れる 以上 は 、 今や 、 こ れ ら の 「 自 己 」 の 最も 深い 
部 分 を 引き 入れ る こと が 可能 な の で す 。 あな た 方 は 呼吸 法 を 通じ 
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て これ を 引き 入れ る の で す 。 


で も 、 今 は あな た 方 の 死 の 床 に 戻り まし ょ う 。 ここ に あな た が 座 
り 、 私 、 ト バイ アス 、 そ し て 、 あ な た 方 を 私 達 の 側 に 歓迎 する た 
め に あな た 方 の 回 り に 集まっ て いる 他 の 者 達 が いま す 。 私 達 は 、 
あな た 方 の 人 生 を レヴ ュー し な が ら 、 あな た 方 と 共に 振り 返っ て 
いま す 。 あ な た 方 は 2001 年 8 月 を 振り 返る 時 、 ク スク ス 笑 い を 
し ます 。 私 達 が あめ な た 方 に 、 も う あ な た 方 の こと で は あり ませ ん 
と 話し た 時 の レッ スン を あな た 方 が 私 達 に 思い 出さ せ た と き 、 あ 
な た 方 は クス クス 笑い を し ます 。 あな た 方 は 、 私 達 が 人 間 と し て 
の あな た 方 の 進化 の 中 で 、 人 生 や 存 在 や あな た 方 の 道 が 、 あ な た 
方 の こと で は な いと いう 地点 に 、 今 来 て いる と いう こと を 話し た 
こと を 憶え て いま す 。 あな た 方 は トバ イア ス に よっ て 、 これ ら の 
言葉 が 話さ れ た と き 、 あ まり 理解 出来 な か っ た こと を 憶え て いま 
す 。 どう や っ て 人 生 が あな た 方 の こと で な く な る こと が で きる の 
で し ょ うか ? どう し て あな た 方 の こと で な く な れる の で し ょ 
うか ? あな た 方 が 地球 上 に いる と き は いつ も 、 それ は あな た 方 
の こと だ っ た の で すか ら 。 人 生 は いつ も あな た 方 の こと で あり 、 
あな た 方 の 旅 の こと で あり 、 あな た 方 の カル マ の こと で あり 、 故 
卿 か ら の あな た 方 の 旅 の こと だ っ た の で す 。 


し か し 、 私 達 は 本 日 、 あ な た 方 に し っ か り と 断固 と し て 話し ます 。 
も う あ な た 方 の こと で は な い の で す ! これ は あな た 方 が 存在 
し な いと いう 意味 で は あり ませ ん 。 あな た 方 が 感情 を 持た な いと 
いう 意味 で は あり あせ ん 。 で も 、 幾 日 か 経て ば 、 あ な た 方 の こと 
で な いこ と が わか る で し ょ う 。 


アセ ンション ・ シ リー ズ レッ スン 1 一 「 も う あ な た 方 の こと で 
は な い の で す 。」 


あな た 方 が ある 状況 の と き 一 た と えば 小さ な 自動 車 事故 に 遭っ 
た と し ます 。 も う 見 な いで 、 次 の よう に 言っ て くだ さい 。「 親 愛 
な る スピ リッ ト 、 ガ イド 、 ト バイ アス 。 何 を あな た 方 は 私 に 語 
うと し て いる の で すか ? な ぜ こ れ が 起き た の で すか ? 私 は 
何 を 知り 、 学 ぶ が べき で すか ? どん な 間違い を し た の で し ょ う ?」 
私 達 は あな た 方 に 言い ます 。「 も う あ な た の こと で は あり ませ ん 。 
あな た は 、 他 の 個人 、 他 の 人 間 達 と 、 彼ら の ニー ズ に 直接 応え て 
そこ に いる の で す 。 あな た の 車 は 壊さ れ て し まっ た か も 知れ ませ 
ん が 、 親 愛 な る 友よ 、 そ れ は あな た に 関す る こと で は な い の で す 。」 


あな た 方 の 人 生 は 、 も し 、 あな た 方 が この 可能 性 を 受け 入れ る こ 
と を 選ぶ な ら 、 今や 、 他 者 へ の 奉仕 と な る の で す 。 あ な た 方 が こ 
の 奉仕 の レベ ル に 歩み 入る に つれ て 、 あな た 方 自身 の ニー ズ は 表 
面 上 、 自動 的 に 処理 され て いき ます 。 これ は も う あ な た 方 の こと 


で は あり ませ ん 。 あな た 方 は それ を 超越 し た の で す 。 それ を 乗り 
越え た の で す 。 私 達 は 、 こ の こと に つい て た くさ ん お 話し ます 。 
それ を いつ も あな た 方 に 思い 出さ せま す ! 


親愛 な る 友よ 、 あ な た 方 は 本 日 、 こ の 瞬間 に 、 犠 牲 者 に な る か 、 
創造 者 に な る か の 選択 を 持っ て いま す 。 そし て 、 私 達 は 既に あな 
た 方 が 何 を 選ぶ か 知っ て いま す ! も う あ な た 方 の こと で な い 
な ら 、 どう し て あな た 方 は 犠牲 者 に な れる で し ょ う ? あな た 方 
は 他 者 へ の 純粋 な 奉仕 の た め に いる の で す 。 私 達 は 探し て きま し 
た 一 リク ルー ティ ング と あな た 方 は 呼ぶ で し ょ う が 一 世界 中 か 
ら 教師 に な っ て くれ る 人 を 、 難 し く 挑 戦 的 な 道 を 歩ん で きた 人 を 、 
彼ら が 自身 の 内 な る 神聖 な 自己 を 受け 入れ られ る よう に 、 グ リッ 
ド の エネ ルギー が 調整 され る 適切 な 時 まで 忍耐 強く 待て る 人 を 。 


そし て 、 あな た 方 は これ を どう し ます か ? あな た 方 は 自分 の た 
め に 記念 碑 は 作り ませ ん 。 あな た 方 自身 の 安全 の た め に 帝国 は 作 
り ま せん 。 もう あな た 方 の こと で は な い の で す 。 あな た 方 は 本 日 、 
奉仕 に 、 新 し い 役 割 に 移行 する 選択 を 持っ て いま す 。 

あな た 方 の 死 の 床 か ら 、 あ な た 方 と 振り 返る と 、 私 達 は クス クス 
笑い を し ます 。 あな た 方 は 私 、 ト バイ アス に 尋ね ます 。 あな た 方 
は 自分 の 死 の 床 で 私 に 言い ます 。「 ト バイ アス 、 私 が し な けれ ば 
な ら な か っ た 全て の 判断 の 可能 性 と 選択 の 機会 か ら 、 私 が 奉仕 を 
選ぶ だ ろう と いう こと を 知っ て いた の で すか ?」 そし て 、 私 は 
微笑 み 、 あな た 方 に 言い ます 。「 私 は 疑っ た こと は 決し て な か っ 
た よ 。 」 


あな た 方 の 世界 で 、2001 年 8 月 の 現時 点 で この 地点 に 来 て いる 
人 は 、 約 1400 万 人 で す 。 彼 ら は 旅 を 経験 し に 来 ま し た 。 彼 ら は 
辛抱 強く 、 こ の 数 年 を 待っ て きた の で す 。 彼ら は この 新しい 神 性 
を 取り 入れ よう と 意識 的 に ワー ク し て いま す 。 彼ら は 奉仕 に 入る 
決断 を する 地点 に いま す 。 それ は 小さ い 数 で す 。 他 に 何 十 億 と い 
う 人 々 が いて 、 ガ イド や 教師 、 奉 仕 者 を 求め て いる の で すか ら 。 
あな た 方 が 自身 を 奉仕 に 捧げ る と は いっ て も 、 自 分 の 家族 や 仕事 、 
友人 達 を 手放す と いう 意味 で は あり ませ ん 。 あな た 方 は 新しい レ 
ベル に 移行 し た の で すか ら 、 彼ら に 奉仕 し 、 彼ら を 愛し 、 理解 し 
て あげ る と いう こと で す 。 


あな た 方 は 全て の 鈍痛 や 痛み を 不思議 に 思い ます 。 自分 の 過去 の 
カル マ と その 名 残 を 不思議 に 思い ます 。 あな た 方 が も う あ な た の 
こと で な い 意 識 に 入る と き 、 これ ら の こと で 、 も う 付 着 す る も の 
は な く な る の で す 。 もう 付 着 す る も の が な く な る の で 、 あ な た 方 
に あま り 影 響 を 与え る こと は あり ませ ん 。 そう 、 これ に は まだ 経 
過 期 間 が あり ます 。 親愛 な る 友よ 、 あな た 方 の 肉体 の 内 で た くさ 
ん の ワー ク が 起こ っ て いま す が 、 それ が あな た 方 の こと で は も う 
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な いな ら 、 どう や っ て あな た 方 に 影響 を 与え られ ます か ? どう 
や っ て あな た 方 に 影響 を 与え られ ます か ? 


あな た 方 の 死 の 床 か ら 振 り 返 る と 、 あな た 方 が 歩ん だ 道のり と 行 
っ た 選択 を 振り 返る と 、 今日 、 私 達 が あめ な た 方 に 話し て あな た 方 
を 喜ば せ た 、 も う 一 つの こと を 思い 出し ます 。 で も 、 それは あな 
た 方 を 困惑 させ 、 それ を 考え る の に 長い 時 間 を 使わ せま し た 。 し 
か し 、 あな た 方 は 最終 的 に それ を 理解 で きた 時 、 あな た 方 が 完成 
と 満足 と 愛 の 圧倒 的 な 感情 を 感じ た こと を 思い 出し 、 死 の 床 で 笑 
いま し た 。2001 年 4 月 に あな た 方 に 話し た こと は どう で し ょ う 
か ? それ は その 時 、 信 じ ら れ な いよ うに 思え まし た が 、 後 で 、 
か な り 意 味 が 取れ る よう に な り ま し た ね 。 


これ は シン プル で し た 。 私 達 は 本 日 、 こ こ に 座っ て いる 人 達 に 、 
た と え 今 日 か ら 何 年 か 先 で あっ て も これ を 読み 、 聞 く 人 達 に ・・・ 
私 達 は その 日 に 話し まし た 。 親愛 な る 友よ 一 そし て これ は 一週 間 
か け て カウ ル ダ ー と 議論 し て きた こと で す - 私 達 は この 瞬間 、 涙 
を 浮か べ て 話し まし た 一 あな た 方 が 理解 する か どう か に か か わ 
ら ず 一 あな た 方 は 上 既に アセ ンド (上 昇 ) し て いる の で す 。 あな た 
方 は 既に アセ ンド し て いる の で す 。 あな た 方 は これ を ずっ と 待っ 
て いま し た 。 あな た 方 は 何 か が あな た 方 の と ころ に 降り て くる の 
を 待っ て いま し た 。 あな た 方 は 何 か 大 き な 変 化 を 待っ て いた の で 
す 。 


し か し 、 私 達 は あな た 方 それ ぞ れ に 、 こ れ ら の 言葉 に 感動 し た 全 
て の 人 達 に 言い ます 。 あ な た 方 は 既に 達成 し た の で す 。 驚き で 
す ! あな た 方 は 自分 が 一 番 に な る と き 、 誰 か が 待っ て いて くれ 
る と 思い まし た か ? あな た 方 は 自分 が アセ ンド し た と き 、 何 か 
が 起こ る と 思っ て いま し た か ? アセ ンション の 定義 は 、 あな た 
方 が 同じ 生涯 で 肉体 に 留まり な が ら 、 次 の 生涯 に 移行 する こと で 
す 。 そし て 、 あ な た 方 全員 が それ を し まし た 。 あ な た 方 全員 が 過 
去 数 年 の うち に 、 留 まる と 決断 し た の で す 。 それ ゆえ 、 あ な た 方 
は ここ に いる の で す 。 そ れ ゆ え 、 あ な た 方 の 「 真 実 の 自己 」 の 可 
能 性 を 代表 する 者 達 が 本 日 、 は っ きり と 賞 替 す る た め に 来 て いる 
の で す 。 あ な た 方 は アセ ンション の 入口 を 通っ た の で す 。 あ あま 、 
で も ジョ ー ク で す が 、 今 か ら ハ ー ド ワー ク が 始ま る の で す ! 


それ で 、 ア セン ショ ン ・ シ リー ズ の レッ スン 第 1 の 中 で 、 あ な た 
方 に も う あ な た 方 の こと で は あり ませ ん と お 話 で きま す 。「 あ な 
た 」 は 過去 か ら の も の で す 。 以 前 あな た 方 が 知っ て いた 「 あ な た 」 

は 、 カ ル マ の 車輪 で し た 。 あ な た 方 は 生涯 か ら 生 涯 に 行き 、 解決 
し 、 バラ ンス を と ろう と し て きま し た 。 も う あ な た 方 で は あり ま 
せん 。 あ な た 方 は それ を 過ぎ て アセ ンド し た の で す 。 実に 、 それ 
ら の 古い エネ ルギー は 常に 近く 、 親 し げ で す 。 で も 、 そ れ は も う 


あな た 方 で は な い の で す 。 私 達 の 言う こと が わか り ま すか ? あ 
な た 方 は 超え た の で す 。 あな た 方 は も う ア セン ショ ン を 探し ませ 
ん 。 あ な た 方 は アセ ンド し て いる の で す 。 


そう で す 。 引 き 続 き 古い エネ ルギー の 名 残 は あり ます 。 そ う で す 。 
あな た 方 は な お 、 地球 上 を 歩い て いま す 。 これ は あな た 方 の アセ 
ンション の トリ ッ ク で あり 、 ジョ ー ク で す 。 あな た 方 は 自分 の 肉 
体 に 留まっ て いま す 。 あな た 方 は 同じ 交際 を 続け こい ます が 、 あ 
な た 方 は に こ に いな が ら 、 意 識 の 新しい レベ ル に 移行 し た の で す 。 
だ か ら 、 私 達 は この 数 年 間 、 微笑 ん で きた の で す 。 あ な た 方 が こ 
の アセ ンション と 呼ぶ も の に 格闘 し て いた 間 、 私 達 は あな た 方 が 
既に 決断 し て いた こと を 知っ て いた の で す 。 


この 時 点 で 、 親 愛 な る アセ ンド する 者 達 よ 、 あ な た 方 の 死 の 床 と 、 
その 可能 性 か ら 戻 っ て きま し ょ う 。 こ の 現実 へ 、「 今 」 の 現実 へ 
戻っ て きま し ょ う 。 こ こ で 、 あ な た 方 は 素晴らし い 、 充実 し た 人 
生 を 完了 し た こと が わか り ま す 。 あ な た 方 は 老齢 まで 生き ます 。 
あな た 方 に は 、 非 常に 老齢 まで 生き て 、 多 く の 多 く の 人 々 を 助け 、 
彼ら に 奉仕 する 可能 性 が ある こと が わか り ま す 。 あな た 方 は その 
可能 性 が あり える こと が わか っ て いま す 。 あな た 方 は 8 月 の 本 日 、 
私 達 が あな た 方 は 既に アセ ンド し て いる と 話し た こと が わか り 
ます 。 


さて 、 為す べき ワー ク が あり ます ! あな た 方 の 残り が 新しい 意 
識 に 追い つく に つれ て 、 内 側 で 引き 続き ワー ク が 起こ り ま す 。 他 
の 人 々 に 関係 する ワー ク が あり ます 。 そし て 、 親愛 な る 友よ 、 あ 
な た 方 は 来年 に 、 ク ライ オン と 全て の 他 の 存在 達 に より 、 グ リッ 
ド 調整 が 最終 的 に 完了 する に つれ て 、 物 事 が や や 混 油 と し て いく 
こと に 気づき ます 。 し か し 、 新しい 可能 性 が 常に や っ て くる こと 
に 気がつく で し ょ う 。 あ な た 方 の 人 生 で 、 物事 が 起き る と き 、 私 
達 は あな た 方 に 意識 的 に 憶え て いて ほし い の で すそ れ は あな 
た 方 の こと で は あり ませ ん 。 それ は 今 、 あな た 方 が 選択 し た 奉仕 
の こと な の で す 。 


あな た 方 は 、 別 の 人 の ニー ズ に 応え る た め に ここ に いま す 。 それ 
が オフ ィ ス の 中 で あれ 、 家 の 中 で あれ 、 公共 の 場 で も あれ 。 それ は 
あな た 方 の こと で は あり ませ ん 。 あな た 方 は 創造 者 で す 。 犠牲 者 
で は あり ませ ん 。 創造 者 な の で す 。 あな た 方 は まだ 理解 で き な い 
レベ ル で の 応え で あっ て も 、 適切 に 応え て いま す 。 で も 、 あ な た 
方 は 他 の 人 々 の エネ ルギー 的 な ニー ズ に 応え て いま す 。 この よう 
な 状況 に いて 、 何 を し て いか わか ら な い 時 に は 、 た だ 呼吸 を し て 
くだ さい 。 自ら の 神 性 の 中 で 、 呼吸 を すれ ば 、 答え は あな た 方 に 
や っ て きま す 。 そ し て 、 憶 えて くだ さい 。 それ は 私 、 ト バイ アス 
で は あり ませ ん 。 スピ リッ ト で も 、 あ な た 方 に 答え を 与え て くれ 
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る 未知 の ガイ ド で も あり ませ ん 。 あな た 方 は 自身 の 中 で 呼吸 し て 


来年 、 あ な た 方 と 共に 行う ワー ク が た くさ ん あり ます 。 私 達 は あ 
な た 方 と アセ ンション の 状態 と は どん な 感じ か 、 この 新しい 旅 は 
どん な か を 探求 し て いき ます 。 私 達 は あな た 方 全員 に 、 経験 する 
も の を 書き 記し 始め る こと を お 願い する 予定 で す 。 や っ て 来る 他 
の 人 々 は 、 情報 が 必要 に な る の で す 。 彼ら は あな た 方 が 経験 し た 
こと を 知る 必要 が ある の で す 。 彼ら は 、 この 神 性 を どう や っ て 取 
り 入れ た か 、 最初 は それ は 葛藤 に な る よう に 思え た の に 、 どう や 
っ て それ が で きた か を 知る 必要 が ある の で す 。 本 が 書か れる 必要 
が あり ます 。 コー ス が 開発 され る 必要 が あり ます 。 私 達 が あな た 
方 全員 に 挑戦 し て いる この アセ ンション ・ プ ロ セ ス の 資料 が あり 
ます 。 そ う で す 、 あ な た 方 、 小心 な 人 々 よ 。 あ な た 方 は アセ ンド 
し 、 あな た 方 が な すべ き ワ ー ク が あり 、 私 達 は あな た 方 に 訴え る 
の で す 。 こ の 世界 中 で 、 こ の 地点 に いる の は 少数 し か いま せん 。 
崇高 で 栄光 ある ? 多分 そう で は あり ませ ん 。 それ は 難し い 仕 事 
で す が 、 あ な た 方 は それ を 選ん だ の で す 。 


私 達 は 、 来 年 に わた る この アセ ンション ・ シ リー ズ で 前 進 を 続け 、 
ワー ク を 続け る よう 、 あな た 方 に 挑戦 し ます 。 それ は 必要 と され 
て いる の で す 。 現在 と 、 あな た 方 が クオ ンタ ムリ ー プ と 呼ぶ で あ 
ろう も の 、 意識 の 集団 変化 と の 間 に は 、 本 当 に 短い 期間 し か な い 
の で す 。 教師 や 教材 つや プ ログ ラム に 対し て 、 肉体 や 心 、 ス ピリ ッ 
ト に つい て で あろ うと 、 た くさ ん の ニー ズ が ある の で す 。 私 達 は 
あな た 方 全員 に 挑戦 し ます 。 私 達 は これ ら の 経験 や 感覚 、 ア セン 
ショ ン が どん な も の か と う 理 解 に つい て 、 来年 全体 に わた り 、 チ 
ヤ ャ ネル バッ ク し て いき ます 。 崇高 で 栄光 ある ? あな た 方 の 地球 
上 で の 見 方 で は 違い ます 。 で も 、 私 達 の 側 か ら 見 た ら 、 実に 崇高 
で 栄光 ある こと な の で す ! だ か ら 、 私 達 は あな た 方 に と て も 共 
感 し 続け て いる の で す 。 だ か ら 、 私 達 は あな た 方 に 地球 上 に 留 ま 
っ て ワー ク を する よう 依頼 し 続け て いる の で す 。 な ぜ あ な た 方 の 
「 真 実 の 自己 」 の 可能 性 達 が 今日 や っ て き て いる の で し ょ う ? 

彼ら は あな た 方 に 、 前進 する 可能 性 を 選ぶ よう 依頼 する か ら で す 。 


全て の 創造 が 見 て いま す 。 さあ 、 あ な た 方 の ワー ク の 重要 性 が わ 
か り ま し た で し ょ うか ? 全て の 創造 が 見 て 、 待っ て 、 知り た い 
と 思っ て いま す 。 私 達 は や っ て 来る の を 待ち 、 あな た 方 が 創り 出 
し 、「 全 て で ある も の 」 の 中 に は 存在 し な い 現 実 の 中 に 、 第 1 サ 
ー ク ル を 拡げ る の を 待っ て いま す 。 ここ に つい て 考え る こと が た 
くさ ん あり ます 


あな た 方 それ ぞ れ と ここ に いる の は 光栄 で す 。 自分 で 座り 、 アセ 
ンド する 最初 の 人 達 と 一 緒 に 実際 に 座る の は 光栄 で す 。 私 達 は 、 


あな た 方 に 、 自身 を この 地点 に まで 連れ て こら れ た こと を 自身 に 
感謝 する よう お 願い し ます 。 私 達 は あな た 方 と 緊密 に ワー ク し 続 
け て いき ます 。 私 達 は 、 個 人 の 、 グ ルー プ の 一 番 深い レベ ル で 、 
あな た 方 に 挑戦 し 続け て いき ます 。 私 達 は あな た 方 に 、 行動 を 今 
起こ すこ と を お 願い し て いき ます 。 あな た 方 が 創造 者 に な る よう 
お 願い し て いき ます 。 あな た 方 が 教師 に な る よう お 願い し て いき 
ます 。 


反対 側 の 領域 に 、 あな た 方 を アシ スト し て いく 存在 達 が た くさ ん 
た くさ ん いま す 。 私 達 の 中 に は 、 私 、 ト バイ アス の よう な 、 あ な 
た 方 の 使者 の よう な 、 天使 団 の よう な 、 人 間 の 地上 的 レベ ル で あ 
な た 方 と より 直接 的 に ワー ク し て いく 者 達 も いま す 。 私 達 は 、 あ 
な た 方 の 眠り 、 夢 の 中 で 、 共に ワー ク し て いき ます 。 私 達 は 、 あ 
な た 方 に 、 た だ 2 つの こと を 今 憶 える よう お 願い し ます 。 一 番目 
は 、 こ れ は も う あ な た 方 の こと で は あり ませ ん 。 そし て 、2 番目 
は 、 あ な た 方 は 決し て 一 人 きり で は な いこ と を 憶え て いて くだ さ 
い 。 


And so it is. (そし て そう いう こと な の で す 。) 


translator : Kiyo 
(2003 年 12 月 12 日 一 部 訳 修正 ) 


クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の トバ イア ス は 、 コロ ラド 州 ゴ コー ルデン の ジェ フ 
リー・ ホ ッ プ に より 提供 され て いま す 。 聖書 の トビ ト 記 か ら の トバ イア ス 
の 物語 は クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の ウェ ブサ イト www. crimsoncircle. com で 
見 る こと が で きま す 。 ト バイ アス の 資料 は 、 世界 中 の ライ トワ ー カ ー と シ 
ヤー ン ブ ラ 達 に 、1999 年 8 月 (トバ イア ス が 人 類 は 破壊 の 可能 性 を 脱し 

て 新しい エネ ルギー に 入っ た と 話し た 時 ) 以来 、 無 償 で 提供 され て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は 、 新しい エネ ルギー に 入る 最初 の 人 々 に 含ま れる 
人 間 の 天使 の 世界 的 な ネッ トワ ー ク で す 。 彼ら が アセ ンション 状態 の 喜び 
と 挑戦 を 経験 する に 従い 、 彼 ら は 他 の 人 々 の 旅 を シェ アリ ング と 世話 と ガ 
イド に よっ て 支援 し ます 。 毎月 、7 万 人 を 越え る 訪問 者 が クリ ム ゾ ン ・ サ 
ー ク ル ・ ウ ェ ブ サイ ト を 訪れ 、 最新 の 資料 を 読み 、 自 ら の 経験 を ディ スカ 
ッ シ ョ ン し て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は コロ ラド 州 デ ン バ ー 地 域 で 毎月 集まり が あり 、 そ 
こ で トバ イア ス は ジェ フリ ー・ ホ ッ プ を 通し て 、 最 新 の 情報 を 提供 し ます 。 
トバ イア ス は 、 彼 と 天界 の クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の 他 の 存在 達 は 実際 に 
は 人 間 達 を チャ ネル し て いる と 述べ て いま す 。 ト バイ アス に よれ ば 、 内 側 
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で それ を 経験 し な が ら 、 それ を 外側 か ら 見 られ る よう に 、 私 達 の エネ ル ギ 
ー を 読み 、 私 達 自 身 の 情報 を 翻訳 し て 私 達 に 戻し て いま す 。 クリ ム ゾ ン ・ 
サー クル の 集会 は 一 般 に 公開 され て いま す が 、 予 約 を し て いた だ いた ほう 
が いい で す 。 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は その 豊か さ を 世 界 中 の シャ ー ン ブラ 
の 開か れ た 愛 と ギフ ト を 通し て 受け 取り ます 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の 究極 の 目的 は 、 内 な る スピ リ チ ュ アル な 目覚 め の 
道のり を 歩む 人 々 に 、 人 間 の ガイ ド 、 教師 と し て 奉仕 を する こと で す 。 こ 
れ は 福音 伝道 の 任務 で は あり ませ ん 。 むし ろ 内 な る 光 は 、 人 々 を あな た の 
思い や り と 世話 を 求め 、 あ な た の ドア ステ ッ プ に 案内 する の で す 。 “ 剣 の 
橋 ” の 旅 に 船出 し よう と する 比類 な き 、 尊い 人 が あな た の と ころ に や っ て 
来る 時 、 あ な た は その 瞬間 に 何 を し 、 教え る べき か わか る で し ょ う 。 


も し 、 あ な た が これ を 読ん で いて 、 真 実 と 繋が り の 感覚 を 感じ る の な ら 、 
あな た は 本 当 に シャ ー ン ブラ で す 。 あな た は 教師 で あり 、 人 間 の ガイ ド で 
す 。 神 性 の 種 を 、 こ の 瞬間 に 、 あ な た の 内 で 花 開 か せ 、 そ し て いつ も や っ 
て 来 させ て くだ さい 。 あな た は 決し て 一 人 きり で は あり ませ ん 。 世界 中 に 
ファ ミリ ー が いて 、 あ な た の 周り の 領域 に も 天使 達 が いる か ら で す 。 


どう ぞ 、 この テキ スト を 非 商業 ペー ス 、 無償 ベー ス で 自由 に 配布 し て くだ 
さい 。 ど うか 情報 は 完全 に 含め る と と も に 、 これ ら の 脚注 も 含め て くだ さ 
い 。 他 の すべ て の 利用 に つい て は 、 コ ロラ ド 州 ゴー ルデン の ジェ フリ ー・ 
ホッ プ に よる 書面 の 同意 が 必要 に な り ま す 。 


コピ ー ラ イト 2001 ジェ フリ ー・ ホ ッ プ コロ ラド 州 ゴ コール デン 80403 
私 書 箱 7328 メー ル Tobias@crimsoncircle.com この メー ル ア ド レ 
ス は 、 ス パム ロボ ッ ト か ら 保 護 さ れ て いま す 。 ア ドレ ス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい 著作 権 所 有 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 
に つい て の より 詳し い 情報 は email@crimsoncircle.com この メー ル ア ド 
レス は 、 スパ ムロ ボッ ト か ら 保護 され て いま す 。 アド レス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい まで メー ル く だ さい 。 
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